
社会福祉法人 綜合施設 美吉野園

2020.1.15発行

美吉野園広報誌

NO.62

目次

・新年の理事長挨拶

・文化祭

・やすらぎカフェ・げんきかふぇ開催

・奈良県老人福祉施設職員研究会議

・新規ご利用者・新規職員の紹介

・防犯研修・非常災害総合訓練

・セクションニュース

・寄附・寄贈の紹介

・栄養課ニュース

・編集後記

FS570868/ISO9001



  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

 

 

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と 

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

平
素
は
、
当
法
人
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼 

 

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
元
号
が
令
和
と
変
わ
り
、
今
年
は
十
干
十
二
支
で
い
う
庚
子

か
の
え
ね

の

年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
社
会
福
祉
法
人
を
取
り
巻
く
法
制
度
は
、

平
成
二
十
九
年
四
月
に
社
会
福
祉
法
の
改
正
を
経
て
、
昨
年
の
消
費
増

税
に
伴
い
様
々
な
見
直
し
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
令
和
三
年

に
実
施
さ
れ
る
制
度
改
正
に
向
け
、
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
ご
利
用
者
、
ご
家
族
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
に
、
笑
顔
の
花
が
咲
く

よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
私
た
ち
美
吉
野
園
職
員
は
約
七
十
年
の
歴
史
と
伝
統
を
携
え
、

次
の
十
年
に
歩
み
だ
し
て
い
ま
す
。
愛
情
深
い
福
祉
道
を
貫
か
れ
た
創

設
者
の
思
い
の
あ
る
法
人
理
念
を
大
切
に
尊
重
し
、
安
心
安
全
な
施
設

で
、
安
心
安
全
な
介
護･

支
援･

看
護
を
よ
り
充
実
し
て
い
け
る
よ
う
、

さ
ら
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

子ね

年ど
し

に
あ
や
か
り
ま
し
て
、
私
た
ち
の
生
き
方
の
道
し
る

・

・

べ・

に
な
る

よ
う
な
ね
ず
み
の
「
楽
園
」
を
目
指
し
て
精
進
致
し
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
皆
様
方
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年 

と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
二
年
一
月
吉
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昨年 11 月 8 日に美吉野園文化祭が開催されました。

作品展や演芸発表では、みなさん日々の成果を出し切られ、

すごくキラキラされておりました。また、会場からも拍手と笑い

があふれ、最高の 1 日となりました。



今年の会場は『美吉野園デイサービスセンター』

『やすらぎカフェ』とは

認知症のことを皆様と一緒に「知って」

「学んで」「考えて」元気な地域を目指

す、美吉野園と大淀町、地域の取り組

みです。

今回で第 6 回となる開催は『認知症の予防と地域で共に暮らす』をテーマ

に、南奈良総合医療センター【もの忘れ・認知症外来】医師の澤信宏先生

を迎え、「認知症と共に生きる～超高齢化時代の地域処方箋～」の内容で、

お話をして頂きました。

その後、参加して頂いた地域の皆様、協力してくれた大淀高校看護医療コ

ースの生徒さん達と一緒に、ケーキと飲み物を楽しみながら、認知症にな

っても住み慣れた地域で暮らし続けられる大淀町を目指して色々なお話を

させて頂き、大変盛り上がりました。

大
淀
高
校
看
護
・
医
療
コ
ᶌ
ス
の
生
徒
さ

ん
が
ᵧ
今
年
も
一
緒
に
楽
し
ん
で�

g

盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た�

h

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
ᵨ

澤先生のお話

カフェタイムの様子



毎月第２土曜日と第 4 水曜日に大淀町文化会館・ふれあいコーナーにてげんきかふぇを

開催しています。げんきかふぇとは大淀町の社会福祉法人 6 法人（大淀町社会福祉協議

会・すぎの子会・仁風会・せせらぎ会・延明福祉会・美吉野園）が協働で地域貢献の為

に開催しているカフェです。どなたでも参加でき、飲み物とクッキーのセットを 100 円

で販売しております。小さなお子さまから大人の方まで幅広い年代の方が来店して下さ

っており、憩いの場として活用したり、スタッフやお客さん同士で話をされたりと楽し

い時間を過ごしていただいています。またイベントも開催しており、紙芝居や簡単な体

操教室・クリスマスなどの季節のイベント等を開催しています。昨年、11 月 27 日には

認知症カフェ（オレンジカフェ）とコラボし、気軽に認知症について学ぶことができま

した。福祉の専門職がスタッフとして働いており、ささいな困り事等の相談も受け付け

ていますので是非気軽に来店して下さいね。

スタッフが子どもたちに勉

強を教える場面も♪

学生さんの憩いの場に

もなっています。
簡単な嚥下体操を来店された

方と一緒にしました(^O^)

クリスマスパーティーも盛

り上がりました♪

池をみながらゆっくりとコーヒ

ーを飲んでおられる方も多いで

す。



第 32回奈良県老人福祉施設

職員研究会議

昨年 12月 9日に第 32回奈良県老人福祉施設職員研究会議が開催されました。

特養寮からは、長岡寮長が「共に考え、共に生きる～自施設と地域が共に生きる取り組みについ

て」、山本チームリーダーが「美吉野園における人材を育成させる、定着させる取り組みについ

て」、老人寮からは、大坪副主任が「養護老人ホームにおける看取り介護について～慣れ親しん

だこの場所で～」、今西介護員が「リスタート出所後の支援～人に頼られることの喜び～」の題

目について発表させていただき、美吉野園での日頃の取り組みを奈良県内の施設にアピールする

事が出来ました。今後も、発表した取り組みを継続するとともに、目的意識を持って業務に取り

組み、今回のような発信につなげたいと思います。

(※写真は、奈良県老施協の植田会長・森川副会長と発表者です。)

同日、第 32回奈良県老人福祉施設職員研究会議の開会式にて、

特養寮の坂田介護員が、近畿老人福祉施設研究協議会で研究発表を

行った功績に対し、表彰を受けました。(発表題目は「最期まで自

分らしく生きるために～地域と共に支え合う看取りケア～」)
上の記事と同じく、奈良県の福祉の発展に向け、他の施設の方々

と想いを共有する 1日となりました。
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令和 1年 9月 26 日（水）美吉野園イーストホールにおいて、吉野警察署の署員の指導の下、防犯研修

が実施されました。近年、凶悪な事件や思いもよらない事故が多く報道されておりいつ自分たちの身に

降りかかってもおかしくはありません。そのような有事の際、速やかに御利用者、職員の安全を確保で

きるよう備えと対応を学ぶことがこの研修の目的です。

今回は職員だけでなく御利用者の方々にも参加して頂き、不審者が侵入した際どのように対応するのか

警察署員の実演のもと研修させて頂きました。職員だけでなく御利用者も真剣に参加されており、とて

も有意義な研修となりました。

       

    

    

非常災害総合訓練（吉野学園） 令和 1 年 11 月 15 日 10：00～（夜間想定）

障害者支援施設 吉野学園において、夜間帯の火災災害訓練を実施しました。

訓練では奈良県消防組合大淀消防署署員の方々、大淀町消防団第 5 分団・第 6 分団の方々に立ち会って

頂き、消火、非常放送、通報、避難誘導、消防署との連携等の訓練を行いました。限られた勤務職員が実

際に火災があった時のことを想定し、人命を第一に考え行動出来るよう訓練に取り組みました。吉野学園に

は自動火災通報装置、スプリンクラー等の消防設備がありますが「万が一」の時に慌てることのないように

これらも訓練を重ねて行きたいと思います。今回の訓練には近隣の地域住民の方々も多く参加して下さい

ました。避難訓練の見学、大淀消防署員の方の「土砂災害について」の教育訓練、最後に水消火器を用い

た消火訓練等を体験して頂く事が出来ました。今回の訓練を通して地域住民の方々と繋がりをもてたことは

本当に良かったと思いました。



      

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老 人 寮 

十
月
九
日
に
「
黒
滝
村
赤
滝
地
区
」
に
て 

げ
ん
き
塾
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

赤
滝
お
し
ゃ
べ
り
会
に
招
待
を
受
け
て
開
催

し
ま
し
た
が
、
そ
の
名
の
通
り
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
、
と
て
も
お
話
が
弾
み
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
開
催
で
き
ま
し
た
。 

 

体
操
や
ゲ
ー
ム
の
あ
い
間
に
健
康
相
談
を 

実
施
し
、
聖
徳
太
子
ゲ
ー
ム
や
連
想
ゲ
ー
ム
に

積
極
的
に
参
加
さ
れ
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 

 

十
一
月
十
一
日 

桜
ヶ
丘
小
学
校

の
三
年
生
の
児
童
の
皆
さ
ん
が
来
ら

れ
、
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
児
童

の
皆
さ
ん
が
考
え
て
く
だ
さ
っ
た
ゲ

ー
ム
を
御
利
用
者
と
共
に
行
い
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
御
利
用
者
は
楽
し

そ
う
に
ゲ
ー
ム
に
取
り
組
ま
れ
、
積

極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
老
人
寮
で
は

地
域
の
小
中
学
校
、
高
校
、
保
育
園

や
幼
稚
園
の
児
童
の
皆
さ
ん
を
お
迎

え
し
て
毎
年
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
方
々
と
交
流
を

深
め
、
御
利
用
者
と
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
頂
く
様
継
続
し
て
行
な

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 
 

わ
ー
く
さ
ぽ
ー
と
Ｐ
ｏ
ｎ
ｏ
の
自
主
生
産
部

門
で
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
も
多
数
の
方
か
ら
ご
注

文
頂
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
合
わ
せ
た
新
商
品
を

販
売
し
ま
し
た
。 

二
月
か
ら
は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
向
け
て
の 

新
商
品
を
発
売
予
定
で
す
。
進
物
箱
・
ギ
フ
ト 

か
ご
・
単
品
等
も
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、 

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

皆
様
の
ご
利
用
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

わ
ー
く
さ
ぽ
ー
と
Ｐ
ｏ
ｎ
ｏ 

（
電
話 

〇
七
四
七
―
五
二
―
一
七
一
七
） 

 

 

わーくさぽーとＰｏｎｏ 

 

 
 

インクルーシブケアセンター美吉野園 



令和元年 10月～12月中に美吉野園にご寄贈を頂いた方々をご紹介させていただきます。

みなさまからのご寄附

令和元年 10月～12月中に美吉野園にご寄附を頂いた方々をご紹介させていただきます。

今西 正男様 3,000円 森川 敬介様 8,032円

川村 智恵様 9,000円 老人寮 ご利用者様 4,834円

林 孝之様 300,000円 匿名の方 1名 300,000円

みなさまからのご寄贈

中川晴生様より、         

みかん 25箱頂き

ました。  

各セクションの御

利用者様に召し上

がって頂きました。

㈱ケーエスケー代表取締役社長岡本総一郎様より、

自走用車いす 1台をいただきました。

柏木昭雄様より、        

シュークリーム 146個、マフラー、鞄、

ハンカチ、カレンダーを頂きました。

シュークリームは、わーくさぽーと

Ponoと老人寮の御利用者に召し上が

って頂きました。

吉村英雄様より、   

クリスマスケーキ 40個、

カフェオレ 43個頂きま

した。  

12月 25日の吉野学園の

クリスマスパーティーで

ご利用者様に召し上がっ

て頂きました。

皆様の、温かいお気持ちに深く感謝し、大切に使わせていだきます。

ビハーラ奈良様より、

老人寮でのビハーラ

活動 30周年を記念し、

香炉 1基を頂きました。

北川秀修様より、    

キーボード 1台・     

ビデオカメラ 1式・    

セラミックヒーター5台・

プロジェクター1台   

を頂きました

東好子様より、   

ノートパソコン 3台・    

デスクトップパソコン 4台

を頂きました。



にんじんには風邪の時に必要とされるビタミン A（β-カロテン）、
ビタミン E、ビタミン C が含まれています。
抗酸化作用や免疫力を高める働きがあるため、弱っている粘膜を
保護してくれます。

栄養課より

りんごは水分も甘味もあるので
食べやすく、整腸作用がある水
溶性の食物繊維も豊富でお腹の
調子がすぐれない時でも食べら
れます。

美吉野園 栄養課（藤村）まで

お気軽にお問合せ下さい★

電話：0747-52-5555

ヨーグルトの乳酸菌には腸内環境を整えてく
れる働きがあり、免疫力を高めてくれます。  
またたんぱく質も含んでいるので、食欲がない
時などに取り入れてみましょう。

忘年会

風邪を予防するためには、十分な睡眠とバランスの良い食事が基本です。
食べたものが未来の体を作ります。
日々の食事管理からも風邪予防はしっかりおこなっていきましょう。

食生活について疑問のある方、

美吉野園の管理栄養士と

一緒にどうしたらいいか

考えてみませんか？

新年式

お正月

【材料】２人分

にんじん 150ｇ       レーズン・くるみ  各 20ｇ

りんご  1/2 個       ※マヨネーズ・ヨーグルト 各大さじ３

塩水 水 400ml 塩 2 つまみ ※塩・こしょう 各 1 つまみ

【作り方】

①レーズンとくるみは刻んでおきます。②りんごを皮ごと千切りにします。

③ボウルに塩水の材料を合わせて混ぜ、②を入れてさらします。④にんじ

んは皮をむいて千切りにしてボウルに入れ、※と①を加えて混ぜます。③

の水気をよく切り、④へ入れてさっくりと混ぜたら器に盛って完成。



            

年末年始行事

                                     

    

                               

   

         

発行責任者 ： 森川敬介

編集責任者 ： 長岡一昭

編集者   ： 米田知広    

★編集後記 ちょっとひとりごと・・・

新年明けましておめでとうございます。

今年は東京オリンピック開催の年となります。

観戦チケットの申し込みが殺到しているらしく、

人気の凄さが伺えますね。また新しい年の幕開け

となりますが、良い一年になるように願うばかり

です。

まだまだ寒い日が続きますが、風邪やインフル

エンザ、ノロウイルスなど感染症に対する注意は

引き続き必要ですね。     診療所：前野

毎年恒例となりました新年を迎える準備として、去年12月 25日

に各セクションで門松作りを行いました。毎年、松本実様より南天、

松、梅、葉牡丹等たくさんの門松材料を頂き、門松もご一緒に作っ

てくださいました。おかげで、今年も各セクションの玄関はとても華

やかになりました。

また御利用者も楽しみにしておられる年末の餅つき大会を、

去年12月27日に行いました。つきたての柔らかいお餅を丸めて、

あんこやきな粉につけていただきました。

※写真の掲載については、ご本人の了承を頂いております。

  社会福祉法人綜合施設 美吉野園

〒638-0821 奈良県吉野郡大淀町下渕 629
  TEL 0747-52-5555
  FAX 0747-52-0575
  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http：//www.miyoshinoen.jp/
●養護老人ﾎｰﾑ          老人寮

●特別養護老人ﾎｰﾑ       特養寮

●障害者支援施設併設

福祉型障害児入所施設   吉野学園

●障害者福祉ｻｰﾋﾞｽ事業

わーくさぽーと Pono
●障害者支援施設       大淀園

●美吉野園診療所

●ケアホームさくら

●インクルーシブケアセンター

Facebook随時更新しています

各セクションの取り組みがご覧いただけます。


